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Lotus Software製品戦略の方向性

1
2
3

人・情報・プロセスのフロントエンド統合
・コンポジット・アプリケーションによるクライアント＆Webアプリケーション
のフロントエンド統合

リッチクライアントテクノロジー
・拡張性の高いオープンソースベース
・サーバー管理型リッチクライアントによるセキュアで使い利用環境

SOA
 ・SOAによるバックエンドプロセスの柔軟な連携
 ・オープンスタンダードに基づく統合と革新性

4
ユニファイド＆リアルタイムコミュニケーションとWeb2.0領域へ
　・電話、ビデオ、チャットなどを統合するリアルタイムコラボレーション
　・ブログ、ブックマーク、SNSなどビジネス用Web2.0環境
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Lotus Softwareの将来

 セルフサービス

 容易な開発環境

 高い費用対効果

 シンプルな　　　　　　　　
　　　　　　　ナビゲーショ
ン

 素早いアプリケーション
統合

 ロールベース

 セキュア

 シングルサインオン

 コンテンツとプロセスの統
合

 利用状況対応

 電子フォームの強化
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これからのコラボレーション環境

構造化された構造化された
情報管理・共有情報管理・共有

ワークフローワークフロー

＜構造化情報を共用＞＜構造化情報を共用＞
・コンテンツ・ドキュメント・コンテンツ・ドキュメント
・メール、スケジュール・メール、スケジュール
・・WebWebコンテンツコンテンツ
・ワークフロー・ワークフロー
・顧客情報など業務情報・顧客情報など業務情報
・階層カテゴリ、全文検索・階層カテゴリ、全文検索
・ロールベースポータル・ロールベースポータル
・プロジェクト進捗管理・プロジェクト進捗管理
など、企業の情報共有基盤など、企業の情報共有基盤

＜コミュニティ＆チーム＞＜コミュニティ＆チーム＞
・ブログ、・ブログ、WikiWiki
・ソーシャルネットワーク・ソーシャルネットワーク
・プッシュ、タグ型情報取得・プッシュ、タグ型情報取得
・ブックマークの共有・ブックマークの共有
・・ActivityActivity型コラボレーション型コラボレーション
などによる、必要に応じた　、などによる、必要に応じた　、
情報のクイックな収集と交換情報のクイックな収集と交換

広く広く
クイックなクイックな
情報収集情報収集

リアルタイム＆ユニファイドリアルタイム＆ユニファイド

チーム・チーム・
プロジェクトプロジェクト
活動促進活動促進

＜プロジェクト推進＞＜プロジェクト推進＞
・チームスペース・チームスペース
・チームドキュメント共有・チームドキュメント共有
・チームディスカッション・チームディスカッション
・プロジェクト情報共有・プロジェクト情報共有
・社内・取引先との協同作業・社内・取引先との協同作業
・ロールベース・ロールベース
など、チーム、プロジェクトの共など、チーム、プロジェクトの共
同作業の支援同作業の支援
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これからのコラボレーション環境

構造化された構造化された
情報管理・共有情報管理・共有

ワークフローワークフロー

情報蓄積

・　業務毎の文書データーベースで永続的に
・　メール、電子伝票、業務の流れの中で発生した情報
・　文書の親子関係、リンク、カテゴリによる関係付

情報取得

・　基本は業務（DB単位）
・　カテゴリ、リンク、全文検索
・　業務の流れ、または、自発的な情報取得と活用

マニュアル

営業支援

電子伝票

承認、申請

休暇届、購買

改善提案

商品企画

品質管理

部内情報

総務・庶務

営業日報

企画書共有

提案書共有

顧客情報

クレーム対応

検査結果

質問・回答

各種情報

アンケート

プロジェクト
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これからのコラボレーション環境

構造化された構造化された
情報管理・共有情報管理・共有

ワークフローワークフロー

情報蓄積

・　チームスペース内のやりとりで、プロジェクト終了まで
・　プロジェクト推進活動の流れの中で発生した情報
・　文書の親子関係、リンク、カテゴリによる関係付

情報取得

・　基本はプロジェクトチーム
・　カテゴリ、リンク、全文検索
・　自発的な情報取得と活用

チーム・チーム・
プロジェクトプロジェクト
活動促進活動促進

Lotus Dayプロジェクト

品質向上委員会

役員会

SOX対応プロジェクト

品質管理プロジェクト

新製品企画会議

新事業プランニング

情報漏洩対策会議
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これからのコラボレーション環境

情報蓄積

・　個々人が日々
・　個人の活動の中で発生した情報と成果物
・　カテゴリ、トラックバック

情報取得

・　必要に応じて
・　RSS、Tag、ブックマーク及びカテゴリ、リンク、全文検索
・　Pushされたタイミングまたは、自発的な検索、コンテキスト

広く広く
クイックなクイックな
情報収集情報収集

ブログ、SNSへの書込（週報、日報、成果物など）RSS(push)
ソーシャルブックマーク
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Lotus Notes/Dominoによる情報管理・共有基盤の整備

ドキュメントの
電子化・管理・共有

リアルタイム　＆
ユニファイド

コミュニティ

Collaboration

 provides 
the on-ramp to
the next wave of 
co l laboration

情報と文書、アプリケーショ
ンのの共有、再利用

人と業務を連携させる　ダイ
ナミックな作業場所

必要なときに、必要な人
を探し出し、

リアルタイムに支援を得
る

ソーシャルネットワークや
関係者を通じた　　　ノウ
ハウ・情報の獲得
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ワークフロー

電子伝票

文書管理

共有・再利用

コラボレーション

掲示板

メール

スケジュール

Webサーバー 他システム連携

基幹システム

RDBMS

ポ　ー　タ　ル

開発環境セキュリティ、アクセス管理

システム管理 データーベース管理オブジェクトストアDB　（NSF)

Domino (サーバー）

Lotus Notes/Dominoの概念

• 営業日報
• 企画書共有
• 提案書共有
• 顧客情報
• クレーム対応
• 検査結果
• 質問・回答
• 各種情報
• アンケート

• プロジェクト管理
• 見積支援
• 営業活動支援
• 電子伝票
• 承認、申請
• 休暇届、購買
• 改善提案
• 商品企画
• 品質管理

全文検索
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Lotus Notes/Domino 7

多用なワークスタイルを支えるクライアントの機能と選択肢

• Notes クライアントのメール、スケジューラーの操作性大幅改善

• Notesアプリケーション機能の強化

• Webブラウザ利用の操作性、機能、セキュリティ、レスポンス改善

ユーザーの生産性を高め、組織力を強化する新機能

• 増大するメールの効率的な処理を徹底的に追求

• 在籍確認、リアルタイムコミュニケーションの統合

• ブログ、RSSリーダー

• Webサービス

環境の変化に対応するセキュリティの強化

• ユーザーのメール送受信を記録するメール･ジャーナル

• スパム対策やフィルタリングを実現するサーバー･メール･ルール

• Notes クライアント上へのデータベースの複製・コピーの制限

• Notes クライアントの設定を管理するポリシーと機能ロック

• すべてのプラットフォームで大幅なパフォーマンス向上

• Notes クライアントのスマートアップデート、ポリシー管理の強化

• 新ネットワーク圧縮技術 (Notes/Domino 6.x～)

TCOの削減と柔軟なサーバー構成を実現するパフォーマンス
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Lotus Notes/Domino 7

将来へのロードマップと「リッチクライアント」

• Notes クライアントの優れた機能と、Web クライアントの容易な管理
性を両立するIBMのリッチクライアント構想

•  Notes/Domino 資産を利用可能にするリッチクライアント プロジェク
ト･コード ”Hannover”

Notes/Domino の情報を各種システムと連携

• XML、SOA によるWebシステム/Webサービス対応

• LEI による ホスト/RDBとのデータ交換

豊富な関連製品、パートナー・ソリューション

• ワークフロー、文書管理等の Notes/Domino 関連製品

• ビジネス･パートナーの”Notes/Domino 7 Ready”製品群

ポータル、 IPテレフォニー、携帯端末への拡張性

• 連携やシングル･サイン･オンが可能なポータル上に、Notes/Domino 
と他システムを統合 (WebSphere Portal)

• IP PBX 連携による、Notes 上でのボイスメール利用や在籍確認から
の通話 (Domino Unified Communicatoin Service)

• 携帯端末、PDAからのアクセス (WebSphere Everyplace Access)

15年の歴史と 1億2000万のユーザー 

• 1989年の誕生以来、全世界 1億2000万ユーザーに利用されてい
る実績を最新の機能と拡張性で支える Notes/Domino 7
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開いた後の　メ
ールの整理

メールの整理

リアルタイム
コミュニケーション

開く前におおよその
重要度を判断
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表形式による共有

 概要

Notes データベース ビュー から複数の選
択文書を表形式でコピーし、Notes リッチ
テキストや表計算ソフトへの貼り付けによ
る利用性の向上

 メリット・用途

Notes データベースに蓄積された文書
(情報)の活用向上

文書リンクによるデータベース文書の利
用度向上によるメールファイルの容量削
減

Notes 文書の表計算への書き出しや加
工の利便性向上

 考慮点

Notes/Domino 7.0 ～ の表形式ビューと
組み合わせることでより忠実な表計算へ
のコピーが可能

ノーツ上で「貼り付
け」すると文書リン
ク付の表に

表計算ソフト上に「
貼り付け」してもそ
のまま再現
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添付ファイル直接編集

 概要

Notes リッチテキスト上に添付されたファイルを
更新する際に、ローカルへの保存場所等を気
にせずに直接更新

 メリット・用途

添付ファイルによるユーザーの情報共有での操
作性向上

古いファイルを添付するなどの誤操作防止

 考慮点

Notes クライアントがテンポラリ領域を利用し
て一時保存、添付を行っており、ローカルPC上
にデータを落とさないということ、または、添付
ファイルの書き出しを防止する機能ではない

編集完了!!

アプリケーションの起
動、編集

アプリケーション上で
の保存

アプリケーションの起
動、編集

アプリケーション上で
の保存

ノーツの添付ファイ
ルの貼りなおし

添付ファイル直接編集について

 Lotus Notes 6.0 ~
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全文検索 (DB横断検索機能)

 概要

Notes リッチテキストだけでなく、添付ファイルを
含む検索や、複数のデータベース・ファイルサー
バーを含んだ一括検索(ドメイン検索)機能

検索エンジンの改良による容易な絞込検索

 メリット･用途

データベースや添付ファイル、ファイルサーバーに
分散した情報への検索性の向上実現

 考慮点

ドメイン検索はカタログDB(catalog.nsf)等での
設定とファイルサーバーに対する(Domino サーバ
ーの)アクセス権限が必要

ファイルサーバーに対する検索結果にはアクセス
権限が反映されない(検索結果からファイルを
開こうとした際にファイルサーバーの権限設定が
反映される)

検索結果から絞込み検索が可能

複数の Notes データベースとファイルサーバーを
一括検索(ドメイン検索)

←ファイルサーバー上の文書を示すアイコン
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文書ロック
 概要

Notes データベース上での文書のロック(排他
制御)機能の実装

 複製環境での文書ロックにも対応(マスターロッ
クサーバーの設定等が必要)

 設計要素のロックなど開発者向け機能も実装

 メリット・用途

文書を複数のユーザーが同じタイミングで編集
することで発生する競合文書の防止

一時的な文書の編集不可

データベース･プロパティのチェックで有効化

 考慮点

レプリカ(複製)されたデータベースを利用する
場合、マスターロックサーバーに接続できない状
態での編集はロックにより更新されないことが
ある(ユーザーにメール通知される)

文書ロックについて
 Lotus Notes/Domino 7.0 ~
 Domino サーバー、Notes クライアントが 6.0 以降である必要があります

① Notes データベースで文書ロック機能が有効化された状態

② 文書が他ユーザーにより編集、またはロックされていると・・・

③ ロック(排他制御)により編集できない = 競合文書防止
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ローカルへのレプリカ・コピー制御

 概要

Notes データベースのローカルへのレプリ
カ(複製)やコピーの作成をアクセス制御
リスト(ACL)で制御

 メリット･用途

個人情報・機密情報を含む Notes デー
タベースのローカルPCへの複製･コピー
防止

 考慮点

文書を開いた(表示した)状態での本文
のクリップボードへのコピー等を防止する
機能ではありません

メール

営業
日報

メール

営業
日報

顧客
マスター

文書の複製･コピーの制御ついて

 Lotus Notes/Domino 7.0 ~

 Domino サーバーが 6.0 以降である必要があります
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 Lotus Notes/DominoアプリケーションのWebサービス化

Notes技術者は既存のスキルで、Lotus Notes/Dominoの機能やアプリ

ケーションをWeb Serviceを利用して様々な企業情報システムから連携
利用可能。

システムやプロセス統合時の開発投資を大幅に削減。

SOA対応

既存のNotes
アプリケーション

J2EE  or .NET アプリ
ケーション

ポータル　アプリケーション

オープンスタンダードなSOA対
応アプリケーション
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Webブラウザの特徴
ソフトウエアの配布が不要

イントラ・インターネットのアプリケーションが利
用可能

クライアント上での稼動は軽い

均一条件のため、制限事項が多い

アプリケーション構築には考慮必要

オフラインの使用は難しい

豊富な機能、優れた使い勝手　（専用クライアント）

従来からの
クライアント/サーバ型

のアプリ

従来からの
ブラウザベース

のアプリ

サーバ管理型
クライアント

リッチクライアント

従来型クライアント

Webブラウザ リッチクライアント

従来型クライアントの特徴
オフラインでの利用

サーバーの機能を100%利用可能

コンテンツ表現がリッチ

ソフトウエアの配布とバージョン管理
が必要

Webアプリケーション利用に条件がある場合
あり

容易な管理
低いTCO

（Webブラウザ）

リッチクライアントの特徴

クライアントの使い勝手
オフラインでの利用

ネットワーク未接続でも利用可能

オフィス機能
ワープロ・表計算・プレゼンテーション・プロジ
ェクト管理

サーバからの集中管理
セキュリティ

オフラインでもオンラインと同等

アプリケーションの自動配布機能

データ同期機能
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“Hannover” 
次世代のLotus Notes 

 既存のLotus Notesクライアントから、継続性の
ある、段階的な機能拡張（メール、カレンダー、
連絡先の管理など）

 革新的な方法で、人の仕事のやり方を改善。例
えば、アクティビティ中心（Activity Centric）の
コンピューティング、状況連動型コラボレーショ
ン（Contextual Collaboration）、目的に応じた
情報の組み合わせ表示（Roll Base）

 オープン・スタンドードに準拠、部品化された新し
いアプリケーションモデルをサポート
（Composite Application）。Lotus Notesなら
ではの良さを、新たな世界に誘う

 それぞれのクライアント環境を常に最適な環境
に集中管理（Managed Environment）
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Note: Designs are subject to change.
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Note: Designs are subject to change.
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Hannover

Contacts
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ワープロ 表計算 プレゼンテーション

プロダクティビティツール
・デスクトップでの個人のオフィス製品の代替として利用

・複数ファイル形式対応

-OASIS Open Document 　

　　　　Format (ODF)

-Microsoftオフィス

-HTML、Adobe Acrobat

・Webブラウザからの利用も可能

・管理者による集中制御、配信

・PCのファイルフォルダとの連携
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  　　　　Lotus Notes/DominoLotus Notes/Dominoの概念の概念

ワークフロー

電子伝票

文書管理

共有・再利用

コラボレーション

掲示板

メール

スケジュール

Webサーバー 他システム連携

基幹システム

RDBMS

ポ　ー　タ　ル

開発環境セキュリティ、アクセス管理

システム管理 データーベース管理オブジェクトストアDB　（NSF)

Domino (サーバー）

営業日報
企画書共有
提案書共有
顧客情報
クレーム対応
検査結果
質問・回答
各種情報
アンケート

プロジェクト管理
見積支援
営業活動支援
電子伝票
承認、申請
休暇届、購買
改善提案
商品企画
品質管理

全文検索

資料提供：日本資料提供：日本IBMIBM様様
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　　　　Sophia CrossDoc for ApeosWare Flow ServiceSophia CrossDoc for ApeosWare Flow Serviceとと

はは
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ApeosWare Flow Service と Lotus Notes/Dominoを連携利用

するためのプラグインツールです

Notes文書作成やメール送信を、ApeosWare Flow Serviceから可能にします 

FAX受信 スキャニング

ApeosWare Flow Service

Sophia CrossDoc
for ApeosWare Flow Service

Dominoサーバ

読込
各種変換 

Notes文書作成

メール送信

動作環境
Windows 2000 / XP / Server2003
Lotus Notes/Domino 6.0以上

複合機

Apeos Port/DocuCentre 
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　　　　DemoDemoシステム概要　（注文書受領フローシステム）システム概要　（注文書受領フローシステム）
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Domino
NotesCl ient

親展
BOX

NotesCl ient

NotesCl ient

自動
手動

ApeosWare
FlowService

CrossDoc
Transer

FAXFAX用用ServerServer DominoServerDominoServer

注文書
・・・
・・・
・・・

注文書
・・・
・・・
・・・

**文書格納と同時に文書格納と同時にAgent Agent 

　起動　起動  
    発信者発信者IDIDと顧客マスタから、と顧客マスタから、
  担当営業にメールし、  担当営業にメールし、NotesNotes
    文書に顧客情報などを追加文書に顧客情報などを追加

NotesCl ient

AgentAgentにてにて

、担当営業、担当営業

に通知に通知

　　FAXFAX受信後、受信後、DominoDominoへ注文書フォームを用いて貼り付けへ注文書フォームを用いて貼り付け ..   ..   同時に同時にMailMail通知。通知。
　　DominoDominoに貼り付けた後、に貼り付けた後、AgentAgentを起動、発信者を起動、発信者IDIDに基づき、担当営業・顧客名をセットし、営業に通知に基づき、担当営業・顧客名をセットし、営業に通知
　営業担当者が、注文書内容を確認し、情報を補完後、注文確定する（注文請メール配信等　営業担当者が、注文書内容を確認し、情報を補完後、注文確定する（注文請メール配信等W/FW/F起動）起動）

ﾃﾞｻﾞｲﾝ室ﾃﾞｻﾞｲﾝ室

生産管理部生産管理部

営業部門営業部門

親展
BOX

業務担当者業務担当者

顧客マスタ顧客マスタ

注文書注文書

デザイン要デザイン要
望望

発注処理発注処理
WFWF

Plug-inMail機能を使い
宛先のユーザー（業務担
当者）へメールで通知
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ユニファイド・リアルタイム・コミュニケーションへの拡張

ドキュメントの
電子化・管理・共有・

リアルタイム　＆
ユニファイド

コミュニティ

Collaboration

 provides 
the on-ramp to
the next wave of 
co l laboration

情報と文書、アプリケーショ
ンのの共有、再利用

人と業務を連携させる　ダイ
ナミックな作業場所

必要なときに、必要な人
を探し出し、

リアルタイムに支援を得
る

ソーシャルネットワークや
関係者を通じた　　　ノウ
ハウ・情報の獲得
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Lotus Sametime 7.5
セキュリティを保ちつつ利用可能な 在席確認 ・インスタントメッセージング

既存の PC 環境だけで利用可能なリアルタイムコラボレーション

高いセキュリティ

• Lotus Sametime は企業ユースを前提として開発された クライアント-サー
バー型。ディレクトリによる認証やトラフィックの暗号化･ログが可能

既存の PC ・ ネットワーク環境で利用可能な Web 会議

• 専用の会議室やネットワーク帯域を必要とせず、既存のPCとネットワークだ
けで利用可能な Web 会議で遠隔地との画面共有などを実現

他システムとの連携

• グループウェアやポータル、IP電話など、他システムと連携させることでより
高い生産性を実現

• Eclipseベースのクライアントであり、プラグインでアプリケーションの追加拡
張が可能

在席確認 ・ チャット

• 同僚や関係者の在席状態を把握して、リアルタイムにコミュニケーション

• リッチ・テキスト、画面ショット、ファイルの添付、Lotus Notesのリンク貼り付
け、クライアント間でのボイスチャットなどで、より便利に簡単に
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IBM Lotus Sametime 7.5

IBM Confidential

http://pokgsa.ibm.com/~fenils/public/Tap/SametimeVideo.html
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リアルタイムコラボレーション環境の拡張
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ソーシャルネットワークへの拡張

ドキュメントの
電子化・管理・共有・

リアルタイム　＆
ユニファイド

コミュニティ

Collaboration

 provides 
the on-ramp to
the next wave of 
co l laboration

情報と文書、アプリケーショ
ンのの共有、再利用

人と業務を連携させる　ダイ
ナミックな作業場所

必要なときに、必要な人
を探し出し、

リアルタイムに支援を得
る

ソーシャルネットワークや
関係者を通じた　　　ノウ
ハウ・情報の獲得
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“ビジネスを支援する”ソーシャルネットワークを構築

Lotus は、

　・コミュニティの知識を活用し最適な情報を発掘

　・コンテンツや専門知識の柔軟で自由な共有

　・適任者と適切な情報にアクセスすることで、素早い意思決定が　
可能

新たなコミュニティを創出し、 組織を超えた知識を獲得

隠れた情報や、現在のコミュニティに存在しない専門家へもアクセス

新たなチームタスクに対応するため、情報や人を連動させて業務を共
有

適切な人・情報・タスクに素早くアクセスして、コラボレーションできるワ
ークプレース環境
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Notes Blog 
(Lotus Domino 7.0.2より）

個人、コミュニティのブログ

・毎日の活動、経験、発見

・日報、業務報告

・活動で作成、収集した文書、
コンテンツ

・疑問、要望とフィードバック

・オフライン

・コンテンツ、コメントの公開　
承認ワークフロー

ソーシャルネットワーク
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ソーシャルネットワーク

社員情報
他人、他コミュニティのノウハウ
＜ソーシャルブックマーク＞

チーム、プロジェクト、コミュニティー
＜ソーシャルネットワーク＞

全社員、チームメンバでナレ
ッジベースを作成拡張
＜Notes Wiki＞
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ナビゲーション
いくつかのメインビューへスイッチ
   ダッシュボード, 近日の期限, アクティビティテンプレー
ト,アクティビティツール,拡張機能

アクティビティリスト
現在のアクティビティ
 (未完了、無視)のリスト

タグ & ピープル
タグと人によって、アクティビティをフ
ィルタリング

ダッシュボードナビゲーション
自分のアクティビティの異なるビュー 
  現在, 完了済, “無視”, すべて, ごみ
箱

コラボレーションの改革: “アクティビティ”

単一のプレース上で、
ビジネスアクティビティに関連す
る、人、仕事、コラボレーションを
整理

ファイルやWebリンクの共有、送
信済みメッセージ、

ToDoの追跡、
アクティビティの期限管理

どこからでもWebベースの
アクティビティ・ダッシュボード
へアクセス
プラグインを利用して、 
既存のコラボレーションツール
へ拡張



®

IBM Software Group

© IBM Corporation

活用事例
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情報を集めたい場合（Q&A）
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マニュアル
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商談状況管理、売上予測（営業別）
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商品企画プロセスと共有、再利用例

 情報(=文章、ファイルなど)を文書として保存することで、以下のような様々な機能を活用できます。

 文書の一覧表示、並べ替え、階層表示、業務プロセスとの紐付け、参照権限の設定など
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IBM社内アプリケーション例
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商品企画プロセス管理と共有、再利用例

 商品開発の一連の業務に適用できます。

 個人、グループ、部門を跨って情報を蓄積し、プロセスに乗せ、状況を見やすくします。

*)以下業務は仮定です

研究開発部門

製品企画部門

マーケティング部門

生産部門

販売部門

様々な
既存情報

様々な
既存情報

様々な
既存情報

様々な
既存情報

様々な
既存情報

文
書
化

文書として蓄える

必
要
な
情
報
を
抽
出
･
表
示

マーケティング部門向け画面

製品企画部門向け画面

生産部門向け画面

販売部門向け画面

研究開発部門向け画面

研究開
発関連
情報

全文書検索画面

進捗状況一覧画面

分類別情報画面

 製品カテゴリー
 デザイン
 香り
 広告投下量
 販売実績
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全文検索

販売
実績

企画
情報

生産
方法

研究
開発

市場
調査

文書

ファイル

全文書情報

検索結果

権限管理

研究
開発

権限管理リスト
【編集可能】
 ユーザーID
 グループID

【参照のみ】
 ユーザーID
 グループID

電子承認

申請文書

自動的にメールで連絡、文書上で承認/差し戻し処理

所属長

申請者

同意者 最終承認者

差し戻し

プロセス管理
研究開発 製品企画 生産･品質

マーケティング

販売チャネル

広告

販売実績

コールセンター

プロセス全体の状況 ある段階の状況詳細 ある製品の状況詳細

商品企画プロセス管理と共有、再利用例
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予算策定後、投資計画に従って申請し、実行に移すまでの業務プロセスとシステムが融合。

申請 査定 承認・決裁

工事・取引

仕訳・
勘定処理

元帳記帳 資産台帳更新

支払処理
・検印

入金処理
・検印

決裁伺いワークフロー決裁伺いワークフロー

固定資産減価償却システムとの連携

支払・入金処理支払・入金処理

勘定処理勘定処理

勘定系システム
との連携

資産管理システム例

　申請以降の決裁伺いにおけるワーク
フローのみならず、取引相手への見積
り取得からその先の支払プロセス管
理、取引完了後の本勘定処理まで。
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サプライ＆デマンド情報の共有

【情報担当者】

キーワード
大分類
中分類
小分類

【情報利用者
（マッチング請求者）】

企業間情報

諸費者販促情報

【情報入力者】

知恵市場

検索結果

① 情報入力

④ 情報検索
⑥期日設定

⑧ 集計

② 情報参照

④情報利用者から
の検索要求通知

③ステータス
管理

⑦期日通知

⑤本部情報担当者
によるマッチング

添付ファイル

インデックス
情報

⑨ 添付ファイルの管理

対象とする業務情報
企業間販促情報
消費者販促情報
市場情報

検索要求
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顧客対応サービス
お客様へのレスポンス、カスタマセンターの管理・品質の向上

顧客対応ノウハウの蓄積・共有

人材配置の効率化とコストダウン
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ワークフロー
状況確認

部品変更仕様共有システム
目的：

仕入先に部品の形状変更情報を迅速に提供し開発期間短縮

結果：

部品設計は短くなった開発期間・商品計画に対応

国内向け　2週間　/　国外向け　3週間　→　最短で　2.5日

変更履歴管理による、新製品開発のノウハウの共有

形状変更仕様作成
ポンチ絵
CAD

部品設計部門

CADデータ生成 変更情報の確認

部品展開部門 部品メーカー

部品開発DB 部品DB

１．設計変更起票

２．承認完了

３．公開　　（自動）

部品DB
(公開用複製）

４．参照

５．公開

（自動）

仕様変更部品の製品化短縮

変更反映時間：1時間 変更反映時間：1日 変更反映時間：3-4回/日
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Source: IBM Global CEO Survey, 2006

Lotus Software製品戦略の方向性

1
2
3

人・情報・プロセスのフロントエンド統合
・コンポジット・アプリケーションによるクライアント＆Webアプリケーション
のフロントエンド統合

リッチクライアントテクノロジー
・拡張性の高いオープンソースベース
・サーバー管理型リッチクライアントによるセキュアで使い利用環境

SOA
 ・SOAによるバックエンドプロセスの柔軟な連携
 ・オープンスタンダードに基づく統合と革新性

4
ユニファイド＆リアルタイムコミュニケーションとWeb2.0領域へ
　・電話、ビデオ、チャットなどを統合するリアルタイムコラボレーション
　・ブログ、ブックマーク、SNSなどビジネス用Web2.0環境


